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要 旨

本論 は、NathanielHawthorneの``YoungGoodmanBrown"(1835)を 中心 に、ア

メリカ文学が人間の意識 とリア リティの問題 をどの ように描 き、 どう展開 させ て来たか

を確認 しよ うとす るものであ る。

一夜の夢体験 に よって若 いGoodmanBrownは 信仰 を失 う。悪夢の迫真性が 日常生

活 に影響 を及ぼ し、彼 は人間不信 に陥 るのである。悪夢の 中に覚醒す る意識は、現実的

な意識 とは次元 を異にす るようでいて、表裏的に、社会的 な意識が容易 に忘れ去 って気

にかけ ることの ない夢体験 を記憶 し蓄積 す る、 もう一つの主体 なのだ。

17世 紀 ピュー リタン社会は信仰 を求めなが ら疑 い を捨 て きれないBrownを 救 い得 な

い。 しか し、HawthorneはBrownに19世 紀的 な感覚 を付与す る ことで、救 い とい う

ものが、人が どんな時代 ・社会 に 目を覚 ますか によって決定 され るものであ ることを暗

示す る0

現代ア メ リカ作 家の多 くが夢体験 を描 き、意識 と現実 の問題 に取 り組んで、人が どん

な朝に覚醒 し得 るか を問 うてい る。
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"YoungGoodmanBrown"(1835)は 信仰 の喪失 を描 く物語 であ る
。 たった一夜 の

体 験が、若 いGoodmanBrownに は 自明だったはず の信仰 を突 き崩す。それが夢か現

か定 か な らず、善 悪の境 界 に疑 問が生 じれ ば、何 が正 し く何 が 間違 ってい るのか、

Brownの 意識 に秩序 を回復す る術が ない。悪夢の内に持 たれ る意識は、圧倒的 な混沌
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の渦に巻か れて立 ちす くむのみである。 しか し、その意識は、現実 に覚醒 して持 たれ る

意識 とは まった く次元を異にす るよ うでいて、表裏 的に、 日常的 な意識が容易 に忘れ去

って気にか けるこ とのない夢 のよ うな経験 を積み重ねる もう一つの主体 なのだ。夢 と現

の狭間で引 き裂かれ るBrownの 主体性 は、己 を支 えるこ とが で きない 「意識」 とい う

迷 宮を彷裡 うこ とに なる。

Brownは 森 で 目を覚 ま し、 セイレムの街 に戻 って来 る。 しか し一 夜明け て、彼はす

でに以前 とは まった く異なる現実意識 を抱いている。かつ て信仰 とともに生 きることを

決め た良夫、GoodmanBrownは 、新 妻Faithの も とに戻 って も、一夜 の夢 の よ うな

体験 を夢 として退け ることがで きない。 それ を真実だ と認め るの も本意ではない。 自ら

の 目が見 た と思われ る ものを、疑 いなが ら否定せず、同時 に、意識的に嫌悪す る。 アイ

デ ンティティ と言われ るものに亀裂 が走 り、時間的 ・空間的 な連続性 に揺 らぎが生 じる

の であ る。信 じるべ きもの を見失 えば、確か なものは何 もない。 この世 に生 きる価値 も、
1)

意 味 も見 出 せ な い。移 ろ い行 く現 実 に りア リテ ィ は な い。 意 識 は 錯 覚 に す ぎな い。

GoodmanBrownの 意 識 に は、 す で に 自 らの行 動 を司 る選 択 権 が持 て な い の で あ る。

彼 は 陰気 な死 を迎 え るこ とに な る。"...theycarvednohopefulverseuponhistomb-
2)

stone;forhisdyinghourwasgloom."と い う締 め く く りは、 死 ん で天 国に 召 され る こ

とに も希 望 が 持 て な い こ とを示 唆 す る もの で あ る。GoodmanBrownの 堕 落 は決 定 的

なの だ。

本論 は、NathanielHawthorneの"YoungGoodmanBrown"を 中心 に据 えて、 ア メ

リカ文学 が 人間 の 意 識 と リア リテ ィの 問題 を どの よ うに描 き、 ど う展 開 させ て 来 たか を

確 認 しよ う とす る もの であ る。

この物 語 の結 末 で、Hawthorneは 直 接 読 者 に 向か い、 こ う語 りか け る。"HadGood-

manBrownfallenasleepintheforest,andonlydreamedawilddreamofawitch-

meeting?Beitso,ifyouwil1."(89)こ の 口調 は、Brownが17世 紀 的 には悪 魔 の潜

む森 に 自 ら足 を踏 み 入れ て 、恐 ろ しい夢 を見 た だけ の こ と としては 済 ま され ない ものが

あ る とい う含 み を残 し、 読 者 を突 き放 そ うとす る もの だ。 す で に読 者 は虚 構 の世 界 を追

われ て い るの だが 、 改め て"YoungGoodmanBrown"と い う物 語 の 寓意 に 向 か い合 う

の で あ る。WilliamEmpsonの 言 葉 を借 りれ ば、 寓意 には 多 くの解 釈 の層 が あ る と感 じ

させ る曖昧 例 が こ こに あ る。夢 か 現 か 、 そ れ だけ で は な く、表 裏 的 な状 況 に関 す る様 々
3)

な推 量 を読 者 に許容 して、"verbalsubtlety"を 意 識 させ るHawthorne的 な創作 の技 法

を見 る こ とが で きる。 曖 昧 性 ま た は両 義 的 な含 意 は、AgnesDonohueを 始 め 多 くの 批
4)

評 が一致 してHawthorne文 学の核心 だ とす るが、その効果は、 それ を夢 だ と明言す る

現実 性 を作 者が拒否す る時に、Brownが 見た と信 じ、読者の体験 ともな る一夜 の 出来

事 を、Brownの 現実 に優 る リア リテ ィ として提示す るこ とを可能 にす る。人間 とは意
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識的な存在 であ る以上 に感覚的 な存在 なのだ。Hawthorneは 別 人 となって帰 って来 た

Brownの その後 を語 って物語 を閉 じようとす るが、逆説的には、一夜の体 験 を経 て、

GoodmanBrownが 以前 とは まった く異な る現実 に 目覚め たのだ と解釈す るこ とも可

能 なのだ。 な らば、Brownに は他 に どんな世 界に 目覚め る可能性が あったのか、 あ る
5)

い は、 そ ん な可 能 性 は なか っ たの か、 読 者 が 主 人公 の 内部 感覚 を共 有 し よ う とす る者

で あ る な ら、 問 題 はBrownの 堕 落 とい う憂 諺 な結 果 で は な く、 彼 を信 仰 に 目覚 め させ

よ う とは しな い夢 と現 の イ ンパ ク トで あ るこ とが 明 らか だ。 意 識 とい う幻 想 が 司 る主体

を揺 るが し、 己 を無 意識 に支 え る もの は 、知 覚 の 扉 の奥 に蓄 え られ た夢 の記憶 な のだ。

夢 を キー ワー ドにHawthorne文 学 を読 み解 くRitaK.Gollinは 、"MyKinsman,

MajorMolineux"(1832)の 主 人公Robinが 彷 復 い込 む18世 紀 の ボ ス トン をGoodman

Brownが 足 を踏 み 入 れ る森 に重 ね、"He[Robin]isonaquest,andthetownisas

muchasymbolicequivalentofhisinnerlabyrinthastheforestin`YoungGoodman
6)

Brown.'"と 指 摘 す る。 確 か に、Hawthorneの 主 人公 た ちは 内面 的 な迷 宮 に迷 い込 む 。

そ の迷 宮 は 良 か れ 悪 しか れ 「夢 の よ う な」体 験 が 待 ち受 け る世 界 で あ る。 しか し、

Hawthorneは 夢 の再 現 を試 み た とい うよ り、 あ るい は夢 の真 実 を追 究 した とい うよ り

も、Gollinが 言 及 す るSimonO.LesserがFictionandtheUnconscious(Boston:

BeaconPress,1957)で 言 っ て い る通 り、 想像 力豊 か な心 に結 ば れ なが ら も実体 な く、

束 の 間 に潰 え去 る空想、 も し くは夢 が 見せ る ものに形 と実体 を与 え よ うと したの だ と言

うべ きで あ る。 意 識 が覚 醒 を意 味 す るわけ で は な く、 無意 識 が睡 眠 を意 味す るわ け で も
7)

な い。夢 の意 識 は無 で は な く、 夢 は 眠 れ る意 識 の体 験 で あ る。Hawthorneが 描 こ う と
8)

す るのは 「人の心 の真実」 であ り、その リア リティなのだ。

物語 は結婚 したばか りの若い夫、Brownが 敷居 を跨 いで村 の通 りに足 を踏み 出 し、

振 り返 うて新妻のFaithと 別 れのキス を交 わそうとす る場面か ら始 まる。彼女 も戸 口か

ら頭 を出 している。風が帽子のピンクの リボンに戯れ る。Faithは 一 夜の旅 に出 ようと

す る夫 を引 き止め ようとす る。二人のや り取 りが次 の引用である。

`Dearestheart
,'whisperedshe,softlyandrathersadly,whenherlipswere

closetohisear,`pr'ythee,putoffyourjourneyuntilsunrise,andsleepinyour

ownbedto-night.Alonewomanistroubledwithsuchdreamsandsuch

thoughts,thatshe'safeardofherself,sometimes.Pray,tarrywithmethis

night,dearhusband,ofallnightsintheyear!"

`MyloveandmyFaith
,'repliedyoungGoodmanBrown,`ofallnightsinthe

year,thisonenightmustItarryawayfromthee.Myjourney,asthoucallest

it,forthandbackagain,mustneedsbedone'twixtnowandsunrise.What,my
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sweet,prettywife,dostthoudoubtmealready,andwebutthreemonths

married!'(74)

一 人 きりだ と女 は様 々な夢や思いに悩 まされ
、時には 自分が恐 ろしくな るこ とがあるの

だ とFaithが 言 う。夫の耳元 に唇 を寄せて、一年の うちで も今夜 だけは 自分のベ ッ ドで

過 ご して欲 しい と、 そっ と悲 しげに、曰 くあ りげに囁 くのだ。新 妻 らしく帽子につけた

明るい ピン ク色の リボン とは対照的 に、Faithの 不安 げに媚 を売 るよ うな物 言いは暗示

的であ る。Brownの 返答 は決然 とした もの ではある。が、一年の うちで も今 夜 だけは

Faithと 離れて過 ごさなければ ならない、 その理 由が 明か され るこ とは ない。「行 った

り来た りを繰 り返すぼ くの旅は、 どうして も朝が明けるまでに行 う必要があ るのだ」 と

Brownは 言 う。 その言葉 は予言的 だが、Faithが 一 人 き りで取 り残 され る不安 の核心

を打 ち明け られずにい るよ うに、Faithに 背 を向けて対極 にある ものに向か う要 請 を意

識 しなが ら、 その必然性 につ いては、Brownに も確 かな ことは何 も言えな いの だ。そ

んな決断が、果 た してBrown自 身の ものだ と言 えるのか どうか。Brownは 後 ろめたい
97

思 い を権 威 的 な物 言 い で意 識 か ら締 め 出 そ う とす る。 い わ ゆ る 「禁 圧 」 を行 うの だ。

Brownは 結 婚 三 ヶ月 の 妻Faithを 、象 徴 的 に は信 仰 を離 れ よ う とす る。 一 年 の うち で

も特 別 な夜 、Brownは どん な誘 惑 に 己 の信 仰 を賭 す のか 。 二 人 の会 話 に は、 そ れ ぞ れ

に不穏 な心 の動 きが 見 え 隠れ す る。 目を覚 まそ う と しなが ら眠 りに誘 わ れ る意識 が そ う

で あ る よ うに、 夢 と現 、正 気 と狂 気、 あ るい は神 と悪 魔 と、YoungGoodmanBrown

は、 内的 宇 宙 の両 極 の 間 を彷 復 う人 の心 を体 現 す る主 人公 だ と言 え るだ ろ う。

自分 が怖 くな る夢 の話 をす るFaithの 物 憂 げ な表 情 を思 い出 して、GoodmanBrown

は 自 らが どん な邪 悪 な 目的の ため にFaithを 残 して 来 たか を反省 す る。 良心 の 呵責 を感

じ る の で あ る。 そ の 延 長 線 上 で、BrownはFaithの 言 葉 に 警 告 を 感 じ取 るが 、`...

But,no,no!'twouldkillhertothinkit....'(75)と 、 自 らが行 お う として い る悪 事

が 、 そ れ を思 うだ け で もFaithに は 致命 的 だ と動 揺 す るの だ。 ユ ダ ヤ教 が禁 止 的 な物 言

い で行 い を説 く一 方、 キ リス ト教 は心 の持 ち よ う を語 る。 しては な らな い こ とは、 した

い とい う衝 動 を持 つ だけ で も非 とされ る。 実 際 に しな くて も思 うだ け で罪 な の だ。 衝 動

10)

が意識に上 る とは限 らないのだけれ ども。Brownは 己の胸 中に潜む蛇 の存在 を無意識

に感 じなが ら、Faithの ため とい う建 前 で、む しろ 己の 目に真実 を隠蔽 す るの だ。

Faithの 夢の話 を思 い出す こ とはBrownの 自分 自身に対す る警告 だが、彼 は意識的 に
11)

内部 感覚 を遮 断 す る。 意 識 が 自認 す る善 良 で あ るは ず の 「私 」 に背 く、 別 の 「自分 」 を

認 め れ ば、 行 為 の選 択 に は常 に疑 義 が差 し挾 まれ る こ とに な る。 己の 罪深 さ を思 って も、

意 識 に よ る制 御 に は 限界 が あ るの だ。Brownが 意識 的 に、`...Well;she'sablessed

angelonearth;andafterthisonenight,1'llclingherskirtsandfollowhertoHeaven.'
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(75)と 心 に決 め て 己 を欺 く様 は、 ま さにペ テ ン で あ る。BrownはFaithを 侮 って い る。

意 識 は、 自分 と 自分 の持 ち主 を同 一視 したが り、 無 意 識 に衝 き動 か され る こ とを良 し と
12)

しな い、 無 意 識 は意 識 され な い ため に、 意 識 が そ の存在 を認 め た が らな いの で あ る。

Brownが 森 で 出会 う男 を、 作 者 は"thefigureofaman,ingraveanddecentattire"

(75)だ と紹 介 す る。 権 威 を身 につ け る者 の影 が切 り株 か ら立 ち上 が る。 そ の 男 の実 在

性 は保 留 され て い る と言 っ て い い。 男 はBrownに 肩 を並 べ 、 歩 調 を揃 え る。 そ の外 見

はBrownに 似 て お り、Brownの 意識 が 父親 だ と認 め るわけ では な いけ れ ど も、 ま るで

父 と子 の よ うに 見 え る。Brownと 父親 の姿 を取 る者 とのや り取 りを引用 す る。

`Youarelate
,GoodmanBrown,'saidhe.`TheclockoftheOldSouthwas

strikingasIcamethroughBoston;andthatisfullfifteenminutesagone.'

`Faithkeptmebackawhile
,'repliedtheyoungman,withatremorinhisvoice,

causedbythesuddenappearanceofhiscompanion,thoughnotwhollyun-

expected.(75-76)

GoodmanBrownは 「遅 い じゃないか」 とた しなめ られ る。わずか15分 で ボス トンか

ら森 に駆 けつ けた と言 う男は、 自ちの正体 を隠 そ うとは しない。Brownは 男が何者 か

を確認 しようとしない。意識が知 りたが らな くて も、それが何者かは無意識 に分か る。

予め示 し合 わせ た会合 なのだ。 それで も、旅 の道連れ となる男の出現があま りに突然 で、

Brownは 声 を震 わせ、 「Faithが ぼ くを引 き止めたのだ」 と弁解す る。Brownの 言葉 は

象徴 的だが、彼 は 自ち発 した言葉の意味 に気づ か ない。Faithの ほか にBrownを 引 き
13)

止め得 るものな どない とい うのに。Brownの 声 の震 えは、Faithを 試す ような こ とを

している、己の後 ろめた さを表すだけ ではない。 いかめ しい高貴な装いに身を包む者の

圧倒的 な権威 の前 に、社会的 な意識が為 す術 な く従 うことを選 ぶ心理的な状況 を示唆 し

もす る。森に踏み入れば`TheremaybeadevilishIndianbehindeverytree.'(75)と

不安が るBrownが 、予期 しなかったわけ ではない、 まさに悪魔 との会合 の実現 に震 え

戦 く姿 はBrownの 実 存 を明かす ものだ。 それが夢 であれ現実 であれ、彼が初め ての恐

怖体 験に臨んでい るこ とは確 かなのだが、 その事実 に も、Brownの 意識は無頓着 だ。

イニ シエー ションの物語 とい う観 点か ら見れば、 いずれ大人になろ うとす る者は誰 もが、

勇者 も踏む を恐れ る森に一度 は足 を踏み入れて、無事 に帰還す ることが、人間に課せ ら

れ た契約の一つであ り宿命 だ と言 えな くもない。 しか し、無意識に急を知 らせ る警報 が

鳴 り響 いて も、恐怖 に立 ち辣 む意 識が信仰 に背 く可能性 は高 い。追 いつめ られれば、

「私」 とい う社会的 な意識 は行為 の主権 を無意識に機能す る 「自分」に譲 り渡 したが る。

さらに森の奥 へ と道 を行 くこ とを急か されて、Brownは 歩 を止め る。彼は連れ の男
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に`Friend'と 呼 び か け 、森 で 男 に会 っ た こ とで契 約 を、"covenant"を 果 た したの だか

ら、 次 に為 す べ きは来 た とこ ろ、Faithの も とに 帰 る こ とだ と言 い放 つ。 な るほ ど、 契

約 とは本 来 、神 との 間 に あ るべ き もの だ。Faithの も とに帰 りた い な ら、 帰 らな け れ ば。

しか し、未 だ幼 く信 義 に篤 いGoodmanBrownは 、"Ihavescruples,touchingthe

matterthouwot'stof."(76)な ど と、悪 魔 の知 識 に不 信 を呈 して反論 を試 み るの だ。

Brownが 悪魔 の知 識 とい う誘 惑 に 惹 か れ て来 た こ とが推 察 され る くだ りだが 、 も ち ろ

ん彼 は悪魔 を知 ちない。 議 論 を始め て しまえば 、Brownが 道 を取 って 返 す機 会 もな い。

悪魔 の権 威 に挑 ん で行 わ れ るBrownの 発 言 は大 胆 で 無邪 気 な正 論 だ が、`Sayestthou

so?...Letuswalkon,nevertheless,reasoningaswego,andifIconvincetheenot,

thoushaltturnback....'(76)と 、 意 味 あ りげに諭 され れ ば、 法 廷 に 引 きず り出 され

た に も等 しいBrownの 臆病 な意 識 に 反 論 の 言葉 が な い。Goodmanの 無 意 識 が 、`We

arebutalittlewayintheforest,yet.'と い う言 葉 に 反応 し、`Toofar!toofar!'と 悲

鳴 を上 げ て も、Brownの 意 識 は、 す で に主体 性 を放 棄 して い る。 無 意 識 で は な く意 識

こ そ、 悪 魔 が容 易 に支 配 す る とこ ろな のだ。

恐怖 や ため らい に足 を止め る瞬 間 に は、 それ が 夢 だ と思 えれ ば 目を覚 ませ と叫 ぶ機 会

も与 え られ て い る。 叫 び が、 夢 を見 る主体 を どこへ運 び、 どん な世 界 に 目覚 め させ るの
14)

かは別 に して もだ。

悪魔 との議論 はBrownを さらに闇の奥へ と引 きず り込んで行 く。Brownが 言葉 を探

し出す前に、Brownの 主張に対す る反論が相 手か ら示 される とい うよ りBrownの 胸 の

内に生 まれ 出る。 また、Brownは 顔 見知 りの善 良な村 の人々が、夜 の闇 を縫 って森 に

集 まって来 る気配 を感 じ取 る。 ある者は名指 しで悪魔 に語 りかけ る。果 たして、村で親

しんでい る人々が実際 に夜の森 に足 を運ん でい るのか どうか、定かには見極 め るこ とが

で きないのだけれ ども、Brownは`Thatoldwomantaughtmemycatechism!'(80)

と、嘆息 しもす る。 そこにあ るのは、悪魔が操 る悪意に満 ちた妄想の世界だ と言 える。

GoodmanBrownは 揺 るぎない世 界 とい う前提か ら出発 して、 それが誤 りであ るこ
15)

とを発見 し証 明す る主 人公 であ る。彼の世界観 が覆 されてい く過程 は、彼が再 び意 を決

して歩 を止め、今 は"hisacquaintance"と 呼ばれ る男が 「しば ら く休んで よ く考 えろ」
16)

と言い、内か ら腐 る楓 の杖 を残 して消 え去 った と思 った時 に始 まってい る。Brownは 、

定かには見極 め られないのだが、牧 師 と執事 の声 を聞 きつけた と想 う。 いわば悪夢 の中

に覚醒 し、Brownは 他 のだれに も増 して信 ずべ きキ リス ト者 に裏 切 られて いたのだ と

「悟 る」。彼は支 えを求 めて木に掴 みかか り、 ひどい吐 き気に眩量 して耐 え難 く、地 に崩

折れ よう とす る。Brownは 自らも森 に足 を踏 み入 れてい るこ とを、 また、彼 自身が魔

女集会に参加 しよ うとして来た ことを忘 れているのである。彼 は真実だ と思われ るもの

に愕然 とし、天 を仰 ぐ。星が瞬 いてい る。勇 ま しくもBrownは 自らに言い聞かせ る。
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"WithHeavenabove
,andFaithbelow,Iwillyetstandfirmagainstthedevil1"(82)

GoodmanBrownが 両 手 を挙 げ て祈 りを捧 げ よ う とす る瞬 間 、 しか し、 彼 が 目にす る

の は輝 く星 々 をか き消 して 天頂 を横 切 る一 塊 の 暗雲 だ。 夢 か現 か 、 北へ 向か う雲 か ら、

混 乱 した怪 しげ な声 が 漏 れ 聞 こえ て来 る。 男 と女 、 敬 慶 な者 と邪悪 な者 、聖 体 拝領 に集

ま る者 と居 酒 屋 で騒 ぐ無 礼 者 ら、 村 で 出会 う様 々 な人 々 の 入 り混 じ る声 を、Brownは

耳 に した と想 うの だ。 しか し確 か では な い。 耳 を澄 ませ ば夜 の 森 の ざわめ きが あ るだ け

だ。 が 、次 の瞬 間 に は、 再 び 人 の群 れ が 発 す る異様 な声 が 高 ま る。 若 いBrownの 意識

に とって は不 幸 な こ とに、善 悪 の 明確 な境 界線 が崩 れ去 ろ う と して い るので あ る。 清教

徒 の社 会 で善 良 で あ ろ う とす るGoodmanBrownの 意 識 に は、 清 き者 が稜 れ た者 と同

列 に あ る こ と 自体 、 許 し難 い こ とだ 。Brownは 夢 を見 て い るに過 ぎな い の だ ろ うか 。

あ る いは、 それ が現 実 な のか。 な らば 、 日常 的 な意 識 が 司 る現 実 こそ 、 まや か しなの だ。

街 の人 々 を運 ぶ雲 の 中 に、BrownはFaithの 悲 鳴 を聞 い た と想、う。"alltheunseen

multitude,bothsaintsandsinner"に 取 り囲 まれ て、Faithは 魔 女集 会 へ と連 れ去 られ

るの だ と想 う。

`Faith!'shoutedGoodmanBrown
,inavoiceofagonyanddesperation;andthe

echoesoftheforestmockedhim,crying`Faith!Faith!'asifbewildered

wretcheswereseekingher,allthroughthewilderness.

Thecryofgrief,rage,andterror,wasyetpiercingthenight,whenthe

unhappyhusbandheldhisbreathforaresponse.Therewasascream,drowned

immediatelyinaloudermurmurofvoices,fadingintofar-offlaughter,asthe

darkcloudsweptaway,leavingtheclearandsilentskyaboveGoodmanBrown.

Butsomethingflutteredlightlydownthroughtheair,andcaughtonthebranch

ofatree.Theyoungmanseizedit,andbeheldapinkribbon.(82-83)

Brownの 苦 悶に満 ちた絶望感 は、悪魔 に従 う村 中の者 が、共謀 してFaithを 奪 い去 っ

たのだ と信 じるところに生 じる ものだ。彼はFaithが 、信仰 が失 われ た可能性 を疑って、

動揺す る。その時、Brownは 自らの信仰 の揺 らぎには気づ か ない。Faithを 求 めて無

意識 にBrownは 叫ぶ。 その叫び は意味 もな く森 に木霊 す るばか りだ。Hawthorneは

実に巧 みに読者の心理 にBrownの 信仰喪失の可能性 を示唆 しはす る。が、Brownは 本

当にFaithを 取 られ、信仰 を失 ったのだろ うか。彼 は息 を呑 んで返答 を待つ。暗雲か ら

聞 き分 け られ た と思 われ るFaithの 叫び と人々の ざわめ きは過 ぎ去 り、頭上 に晴れた静

かな空が広が る。す る と、何 かが空か ら舞 い落 ちて来 る。Brownの 絶望 を決定づけ る

のは、舞 い落 ちて木 の枝に止 まるピンクの リボンだ。 この リア リテ ィは、夢 と現の不確
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か な境 界 に迷 い込 む 者 の 意 識 に は決 して夢 で は あ り得 な い。 悪 夢 が現 実 とな る瞬 間 な の

だ。彼 はFaithの リボ ン を掴 み取 り、 それ を手 の 内に 見 て 叫ぶ 、`MyFaithisgone!'

...`Thereisnogoodonearth;andsinisbutaname.Come,devil!fortotheeis

thisworldgiven.'(83)こ の認 識 は、 な るほ どBrownを さ らに狂 気 へ と陥れ て 当然 だ

し、社 会 に組 み込 まれ て 生 き る者 を震 え上 が らせ るイ ンパ ク トを持 って い る。 悪 魔 的 な

迷 妄 の世 界 の真 っ只 中 に あ っ て、Brownが 掴 み 取 るFaithの ピ ン クの リボ ン だけ は あ

ま りに も リア ルだ。 しか し、Brownの 叫 び が、"MyFaith"が 悪 魔 に奪 取 され た と想 う

妄 想か ら発 す る もの で あ るこ とも また確 か で あ る。 そ の可 能性 が な い とは言 えな い に し

て も、 この世 に善 が な く、 罪 とは名 ば か りの もの で、 世 界 が悪 魔 の もの だ と結論づ け る

こ とは、 それ こ そ悪 魔 の思 う壺 な のだ 。事 実 は、Brownの 信 仰 が 危 機 に瀕 して い る と

い うこ とで あ って、 そ の一 大 事 に、Brownは 理 性 的 な意 識 を堅持 で きず、 無 意 識 に、

錯 乱状 態 に 陥 るの だ と言 え る。Brownの 行 動 を振 り返 れ ば、 彼 が 天使 とも思 う妻 を取

られ て少 しも不 思 議 が ない こ とを、意 識 下 で は、 彼 がitl・ よ く知 って い るか らであ る。

己の善 良 であ る こ とを信 じて疑 うこ との な い若 さは、彼 の愚 直 と表 裏 を なす もの だ。 が 、

現実 的 に も事 の善 悪 は 判 断 し難 く、 そ の境 界 は定 か で は な い。 そ れ で も人 は常 に 二者 択
17)

一 を迫 られ、頼 りない決 断に運命 を委 ねる。それが現実 に 日々 を送 る者の知 る真実 だ。

GoodmanBrownが 愚かだ とい うなら、人間 こそ愚か しい と言 うべ きだ。

絶望 感に駆 り立て られて、Brownは 悪魔 その もの となったよ うに森 を抜 け、魔女集

会 に現れ る。松 明に彩 られた真夜 中の森 の空 き地 にはすでに会衆が集 まってい る。揺 れ

る炎は数知れぬ人々の顔 を赤 く照 らし出 しては影 に閉 ざす ことを繰 り返 してい る。集 ま

ってい るのは、異教 の祭司や 占い師の他 は顔 見知 りばか りだ。昼 の光 とは対照的 な、炎

と闇が交錯す る魔 界が リアルに描かれ る。"Agraveanddark-cladcompany!"(85)

とBrownは 眩 く。彼 は清教徒 たちを指 して言 ってい るのであ る。彼 は清教 主義に忠実

な生徒 では ないのか もしれ ない。BrownはFaithを 探 そ う とす る。が、心 に希望 が差

そうとす る時、彼 は震 えを禁 じえない。 こんな ところでFaithと 顔 を合 わせ た くはない

と思 うか らだ。崖 の上 の 炎 が 閃光 を放 ち、改宗 者 が 呼 び 出 され る。 そ の 言葉 に、

Brownは ほ とん ど無意識 に反応す る。会衆に近づ くと、彼は"aloathfulbrotherhood"

を感 じないわけにはいかない。無意識に、心に潜む邪悪 な思いのすべてが共鳴す るので

ある。彼 は忌 むべ き絆 を押 しつ け られてい るのだ。その時、Brownは 死 んだ父親の姿

が手招 きを した と確信 し、 また、絶望的 な表情 を湛 える母の姿が、戻れ と警告 を発 しな

が ら手 を差 し伸 べ よ うとした とも確 信す る。が、Brownに は一一歩 を踏み 出す力 もなけ

れ ば、一 歩退 いて抵 抗す るなど思い もよらない。Brownは 執事 に抱 え られ て引 きず り

出され る。GoodyCloyseとMarthaCarrierに 伴 われ、 同 じよ うに、ヴ ェイル を纏 う

痩せ た女が連れて来 られ る。GoodyCloyseはBrownに 教義 問答 を教 え る女性 であ り、
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MarthaCarrierは セ イレムの魔女裁判 で魔女 として処刑 された人物 であ る。 ここで も

Hawthorneは 執拗 に善 悪の相対 的 な構 図 を描 き出 し、 その狭 間に ヒロインを置 くので

あ る。

闇の姿 をとって現れ る悪魔 の説教は次 の ように始 まる。

`Welcome
,mychildren,'saidthedarkfigure,`tothecommunionofyourrace!

Yehavefound,thusyoung,yournatureandyourdestiny.Mychildren,look

behindyou!'(86)

闇が説 くのは人間の本性 と運命についてだ。 人間がいか に悪に染 まった稜 れた存在 であ

るか を訴 える。闇は若い二人 に後 を振 り返れ と命 じる。 ここに集 まる会衆 のすべ てが、

その生 きた証拠 だ と言 うのである。見かけが どんなに立派 な聖者 だろ うと、人の心 の奥

には悪が棲みつ いて いる。 それが人間の本性 であ り、悪 に生 きるこ とこそが人間の運命

だと説 く。悪は互 いに共鳴 し、互いの心の奥底 を見抜いて拡が り、蔓延 っている。 その

例 を、延々 と連ねてか ら再 び闇が二人に命 じる、`Andnow,mychildren,lookupon

eachother.'(87)と 。 そ して、 闇は 自らの主張の正 しさを決定 的な方法 で証 明 しよう

とす るのだ。BrownとFaithは 、魔女 集会 の不浄 な祭壇 で、互 いに顔 を見合 わせ るこ

とにな るの であ る。 闇は続け る、

`Dependingupononeanother'shearts
,yehadstillhoped,thatvirtuewerenot

aliadream.Nowareyeundeceived!Evilisthenatureofmankind.Evil

mustbeyouronlyhappiness.Welcome,again,mychildren,tothecommunion

ofyourrace!'(88)

互 いの心 を頼 りに して、 美徳 は決 して 夢 に過 ぎない もの で は な い と、 なお も希 望 を抱 い

て い た と して も、今 こそ 目を覚 ませ と。 悪 よ り外 に は人 間 の幸 福 な どな い と言 い、 そ し

て、 闇 は 、二 人 の仲 間入 りを歓 迎 しよ うと言 うの で あ る。

そ の時 であ る、Brownが 叫 ぶ の だ。`Faith!Faith!'criedthehusband.`Lookup

toHeaven,andresisttheWickedOne!'(88)Brownは`Faith!'と 七 回叫 ん で、 よ う

や く悪 夢 か ら解 放 され るの で あ る。FaithがBrownの 言葉 に従 っ たか ど うか は分 か ら

ない。Brownは 人気 の な い静 か な夜 の 中 に 目覚 め 、 風 の 轟 を耳 に して い る。 よろ め い

て 岩 に寄 りか か り、 その湿 っ た冷 た さに触 れ る。 火 が 点 され て い た垂 れ下 が っ た枝 が 、

冷 た い露 をBrownの 頬 に撒 き散 ら して い る。JoanElizabethEasterlyGま 冷 た い露 の雫

がBrownを 夢 幻 の世 界 か ら 目覚 め させ る とし、 さ らに、Brownが 涙 を流 しは しな い こ
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18)

とを表すため に、作者がBrownの 頬に露の雫 を落 としてい るのだ と解釈 す る。 な るほ

どBrownは 泣 くべ きなのか もしれ ない、 あるいは、心 の内で泣いてい るのだ。Brown

は一夜の旅 を終 え、 ようや く現実的 な意識が司 る世 界に帰 って来 るのである。

GoodmanBrownは 、確 かに悪魔の知識 という誘惑に 自らを譲 り渡 して平気 な、愚か

な若者だ。 しか し、だか らとい って彼が悪魔 に魂 を売 り渡 そうとす るわけ ではない。彼

は、最後 まで対立す る二極の間に止まる傍観者的主人公 なのだ。Faithと 悪魔 との間に

あって、Brownが 意志 の力 で強 く一方 を選 び取 ろ うとす る、 または他方 を排 除 しよ う

とす る態度は見 られない。父親 と母親 との間で も、 どち らかに向か って一歩 さえ踏み出

す ことが ない。聖者 と罪人の交わ りに驚 き と不快 を感 じは して も、清教徒 として正義 を

騎 し、 これ を罰すべ きだ と断ず るわけ ではない。Brownに 対す る教義 問答 中の人間の

堕落"thetotaldepravityofman"の 刷 り込みは不十分 だ。 だか ら、新婚三 ヶ月の

妻 を残 して彼は暗い夜の森 に足 を踏み入れ もす る。が、良心 の呵責 を感 じればBrown

は必ずFaithを 思 う。彼が 己の堕落 を思 う以上 にFaithと の結婚 に喜んでいることも確

か なのだ。 む しろ、 その幸福 感か ら、Brownは 夜の森 に入 り、彼 自身の感覚 とは異 な

る17世 紀清教 主義の世 界 を体験 しようとしてい る感 さえある。彼 は決 して18世 紀的な合

理主義の 人ではないが、厳格 な ピュー リタンで もない。TheScarletLetterのHester
19)

が そうであるように、彼は19世 紀的な感覚 を持 って17世 紀 に臨む主人公だ と言 えるので

はないか。だ とすれば、 当然、彼 は17世 紀 とい う社会背景 にあ っては、Hester同 様 に
20)

呪われ た存在 であ る。魔 女集会 の幻視 は清教徒 の悪夢 的現実 なのだ。Brownは 一夜 の

幻視体験 に よって陰気 な疑い深 い男になるのだが、彼の不運 は、 目を覚 ま して還 る とこ

ろが、夢か現か、 ピュー リタン社会 とい う現実 であ るこ とだ。 その世 界で、安息 日には

教会に赴 きなが ら会衆が歌 う賛美歌 をBrownは 聞いてい ることが で きない。聖書 に片

手 を置 く牧 師の熱弁 を聞 くうちに も、彼 は真青 になって教会 の屋根 が音 を立てて崩れ落

ちる幻 を視 る。Brownは 、かつ て信 じていたものに疑 いを向けるようにな るのである。

夜 中に 目覚 め ると、Faithの 懐 か らも身 を引 き離す。 それ で もFaithと の間に数 多 くの

子供 を設け る。 ピュー リタン社会 が信 仰 と不信 の 間 を揺 れ て 己 の堕 落 を省 み ない

Brownを 許す こ とはない。彼 の葬儀 には隣人か ら孫 たちまで もが集 ま り、 その亡骸 に

はFaithが 付 き添 うのだけれ ども、だれ も彼の墓石 に希望 の持 てる碑文 を刻みは しない。

言 い換 えれば、 ピュー リタン社会 がBrownに"damnation"と い う烙印 を押 すの であ

る。 しか し事実 は、一定 の主義信条 を奉 じる社会が幻 を視てい るのだ とも言 える。夢か

現か、一夜の旅 に出るBrownは 無知 な若者 では あって も楽天的で、本質的 には決 して

陰気 なわ け では ない の だか ら。HawthorneがBrownを 有 罪 とす るわけ では な いの
21)

だ。

YoungGoodmanBrownは 極 め て感 覚 的 に 己 の意 識 と無 意 識 の狭 間 を旅 す る主 人 公
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だ。彼は18世 紀 のボス トンにRobinと しての意識 を得 て 目を覚 ます、 あるいはボス ト
22)

ンへの旅 の途 中で眠 り込み、運命 の悪戯に見舞われ る。DavidSwanに 迫 るのは、財産

を継がせ ようと考 える商人夫婦だった り、彼 の寝顔 に見惚 れ る乙女だ った り、あ るいは、

彼が 目を覚 ませ ば殺 す こ とも辞 さない盗賊 だ った りす る。幸 いな こ とにDavidSwan

が 目を覚 ますこ とはな く、実際には何事 もない。 いや、彼が 目を覚 ます時、幸運 に も馬

車が通 りかか る。彼は馬車に乗 って意気揚々 とボス トンを目指す こ とになる。現実 とは、

人が偶々 目覚め る ところ、 そこに在 ると想われ る ものに過 ぎない ことをHawthorneは

暗示す る。それは、人間の運命に関わる問題 で もある。

ア メ リカ作家 の多 くが夢体験 を描 いて、意識 と現実の問題に取 り組み、 人が どんな朝

に覚醒 し得 るか を問 い直 して来 た。意識 は現 を捉 えはす る。が、実存的な リア リテ ィは

心の内にあって、 その衝動 を意識に制御 できるか どうかは疑問なのだが、そこに悪魔が

いれ ば、 信仰 も また、 そ こに求 め る こ とが で き るのだ 。
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